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3— イ バー ダ （崇拝 行為) 


•イ パー ダ （崇拝 行為） の 意味： イ バー ダ （崇拝 行為） に 真に 値する のは アツ ラーの みで 
す。 「イ バー ダ （崇拝 行為）」 という 言葉は、 次に 示す 2 つの ことに 関して 用いられます： 

① 崇拝す る こと： つまり、 偉大 かつ 荘厳な アツ ラーの 比類 さへの 讃美と かれへの 愛 ゆえ 
に、 かれの ご 命令の 遂行と かれの 禁じられ たことの 回避を もって、 かれに 服従し 謙虚に 仕 
える こと。 

② それを もって 崇拝す ると ころの もの： つまり ドウ アー （祈願）、 ズィ クル （アツ ラーの 
念唱 ）、 サラ 一 （礼拝）、 アツ ラ 一へ ■の 愛な ど、 アツ ラーが 愛でられ ご 満悦され ると ころの 
全ての 外面 的 •内面的な: 養 •葉 や 行いを 指します。 例えば サラ 一 （礼拝） はイ バー ダ （崇拝 
行為） であり、 それを 行う ことは アツ ラーを 崇拝す る ことです。 私たちは アツ ラーに 服従 
し、 かれを 愛し、 かれの 偉大 さを 讃 えつつ、 かれのみ を 崇拝し ます。 そして 定められた 手 
法に よってで しか、 かれを 崇拝し ません。 

參 人間と ジン 1 の 創造に 関する 英知： 

アツ ラーは 人間と ジンを いたずらに、 無意味に 創造され たのではありません」。 アツ ラー 
は 彼らが ただ 飲み食いし、 享楽を 得、 愉快に 笑うた めに 創ら れた わけでは ない のです。 人 
間と ジンは 偉大 かつ 荘厳な 彼らの 主の 命じられ たことの 遂行と 禁じられ たことの 回避、 か 
れの 規定され たことの 遵守と かれ 以外の ものの 崇拝を 放棄す る ことによって、 かれを 崇拝 
し、 タウ ヒー ド 信仰し、 彼の 比類 さと 偉大 さを 讚え、 かれに 服従 するとい う 偉大な 目的 ゆ 
えに 創ら れた のです。 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ました： ぬ そして われ （アツ ラーの 
こと） は ジンと 人間を、 われを 崇拝させる ベく して 創造した の だ。 03 ( ク ルアー ン 51: 56) 

•ウ ブー ディー ヤ （アツ ラーに 真に 従順で ある こと） の 手法： 

偉大 かっ 荘厳な アツ ラーに 対する イ バー ダ （崇拝 行為） は、 2 っの 偉大な 基盤の 元に 成り 
立って います。 それは： 

□偉大 かっ 荘厳な アツ ラーへの 完全な 愛 
□ かれに 対する 余す ことのない 服従と 謙虚の 念 

です。 


1 訳者 注： 精霊 的 存在の こと 
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そして これら 2 つの 基盤は、 更に 偉大な 2 つの 基盤の 基に 成立して います。 それは： 


□それが アッ ラーへの 愛へ と 導く ところの、 彼の 恩恵と 恩寵、 慈善と ご 慈悲の 認識 
□偉大 かつ 荘厳な アッ ラーへの 完全な 服従と 謙虚 さへ と 導く ところの、 自らと その 行い 
の 至らな さと 欠陥の 自覚 


です。 

そして アッ ラーの しもべが その 主へ と 向かう 最短の 道は、 主が 自分自身に とって 決して 
欠く ことので きない 存在で ある ことを、 常に 肝に 銘 じている ことでしょう。 つまり 彼は 自 
らを 単なる 一人の 破産者と 見なし、 自分自身に 関わる 状態 や 地位 や 財産、 自身が 恩恵を 被 
ってい ると ころの 手段 （仕事 や 能力な ど） などが 自分自身の お 陰で あるな どとは 考えない 
ような 者な のです。 彼は 偉大 かつ 荘厳な 彼の 主への 絶対的な 必要性と、 もし 主から 見放さ 
れ たら 彼には 喪失と 破滅が 待ち受け ている ことを 心得て います。 至高の アッ ラーは こう 仰 
られ ました ： AD あなた 方の 元に ある あらゆる 恩恵は、 アツ ラーからの ものである。 そして 
あなた 方に 災難が 降り かかる と、 あなた 方は かれ （アッ ラーの こと） だけに 哀願す るの だ。 
しかしい ざ アッ ラーが あなた 方から 災難を 去らせる と、 あなた 方の 一部の 者たち は 何 かを 
彼らの 主に 並べて 崇め 出す。 そのような 者たち は、 われら （アッ ラーの こと） が 彼らに 授 
けた ものに おいて 忘恩す る まま にしておく がいい。 （そして 彼らに こう 言う の だ）“ (現世に 
おける 恩恵を） 楽しんで いるが いい。 （来世に おける あなた 方の 末路を） いずれ 知る だろう 
から。” 03( ク ルアー ン 16: 53 - 55) 

•イ バー ダ （崇拝 行為） において 完璧な 人たち： 

イ バー ダ （崇拝 行為） において 完璧な 人々 とは、 諸 預言者と 諸 使徒です。 なぜなら 彼ら 
こそは、 アツ ラーに ついての 知識と 彼の 比類の なさを 讃 える ことに おいて、 他の 誰よりも 
通暁して いるから です。 更に アッ ラーは 彼らに、 彼らを 人々 へ 遣わされた ことによ る 恩恵 
を 授けられ、 それで 彼らは アッ ラーからの メッセージを 託された ことによ る 卓越 性と 特別 
なウ プー ディ 一 ヤ （アッ ラ 一 に 真に 従順で ある こと） という 卓越 性を 両方 備えて いるので 
す。 彼らの 後に 続く のが、 アッ ラーと その 使徒への 信仰を 全うし、 また その 教えに よって 
自らを 真っ すぐに 正した アッ = スィ ッ ディー クーン （よく 信じる 者たち） です。 そして そ 
の 後には アッ ラーの 道に おける 殉教者、 そして アッ = サーリ フー ン （一般的に 前述の 者た 
ち 以外の 正しい 信仰者たち） が 続きます。 崇高なる アツ ラーは こう 仰ら れ ます ： SD そして 
アツ ラーと 預言者に 服従す る 者は、 （来世に おいて） 預言者たち 、アツ = スイ ッ ディー クー 
ン 、アツ ラーの 道に おける 殉教者、 アツ = サーリ フー ンら 、アツ ラーの 恩寵に 恵まれた 者 
たち と共にな ろう。 彼らには 素晴らしい 連れ添いが あるの だ。 03 ( ク ルアー ン 4: 69) 
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參 しもべに 対する アツ ラーの 権利： 


天地の 全ての ものに 対する アツ ラーの 権利は、 彼らが アツ ラーの みを 崇拝し、 かれに 何 
ものを も 並べたり しない ことです。 そして アツ ラーに 服従し 逆らう ことなく、 かれを 想起 
して 忘れる ことなく、 また かれに 感謝して 忘恩の 徒と ならない ことです。 ある 種の 人々 は 
不能 さや 無知、 あるいは 怠慢 や 義務の 不履行な どから この アツ ラーの 権利を ないがしろに 
してい ますが、 それゆえ にもし アツ ラーが 天地の 全ての ものを 罰された としても、 それで 
アツ ラーが 彼らを 不正に 罰した ことには なりません。 またもし アツ ラーが それらに ご 慈悲 
を 示された としたら、 そのご 慈悲は 彼らの 行為よりも 遥かによ いものな のです。 

ムアー ズ .ブン •ジャパ ル （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） はこう 伝えて います： 「私は 預 
言 者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） とともに ウ ファイル （灰色と いう 意味） とい 
う 名の 1 頭の ロバに 同乗して いました。 彼 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は讀い 
ました：“ ムアー ズ よ、 アツ ラーの しもべに 対する 権利と、 アツ ラーに 対する しもべの 権利 
を 知っている か？” 私は 言いました：“ アツ ラーと その 使徒が よくご 存知です。” 彼 （彼に 
アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：“ アツ ラーの しもべに 対する 権利は、 彼ら 
がアツ ラーを 崇拝し、 かれに 何もの も 並べたり しない こと だ。 そして 偉大 かつ 荘厳な アツ 
ラーに 対する しもべの 権利とは、 かれに 何も 並べて 拝したり さえし なければ、 罰されたり 
しない こと だ。” 私は 言いました：“ アツ ラーの 使徒よ、 人々 にこの 吉報を 伝えましょう か？” 
彼 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：“ 伝えないで おくの だ。 彼らが （こ 
の 事に） 頼り 切って （イ バー ダ （崇拝 行為） や 善行に 努力し なくなって） しまわな いよう 
に。 せ」 （アル = ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 2 ) 

• ウ ブー ディー ヤ （アツ ラーに 真に 従順で ある こと） の 極致： 

1 — 全ての しもべは 3 つの 状態の 間を 変遷して います。 それは： 

□ 途絶える ことのない アツ ラーの 恩恵一 そして そこに おいて しもべは 、アツ ラーを 讃えか 
れに 感謝し なければ なりません 一 

□犯した 罪一 そして そこに おいて、 彼は その 罪の 御赦 しを アツ ラーに 請わなければ なり ま 
せん 一 

□アッ ラーが 彼を 試練に かける ところの 災難一 そして そこに おいて 彼は 耐え忍ば なけれ 
ばな りません 


これら 3 つの 状態に おける 義務を 果たす 者は、 現世と 来世に おいて 幸福を 勝ち得る でし 


2 サ ヒー フ .アル = ブ ハーリー （2856)、 サ ヒー フ .ムス リム （30)。 文章は ムス リムの もの。 
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よフ c , 


2— 偉大 かつ 荘厳な アツ フーが その しもべた ちを 試練に かけられ るのは、 彼らの 忍耐と ウ 
ブー ディー ヤ （アツ ラーの 真の 僕で ある こと） を 試される ためで あり、 彼らを 滅ぼされた 
り 罰された りする ためではありません 。アツ ラーの その しもべに 対し、 順境に あるときと 
同様に、 逆境のと きに も 彼に ウ ブー ディー ヤ （アツ ラーの 真の 僕で ある こと） を 求められ 
ている のです。 また しもべは 彼が 好む ことに 関して アツ ラーの 真の しもべで あるよう に、 
彼の 厭う ことに 関しても そうでなければ なりません。 自分たち の 好む ことに 関して アツ ラ 
一の 真の しもべで ある ことは は 大概の 人が 出来る ことです が、 問題は 自分たち の 厭う こと 
において アツ ラーに 従順で あれる かどう かなので す。 人々 のこの 点に おける スタンスは 
様々 です。 酷暑に おいて 冷水で ウド ウー 3 する こと も アツ ラーへの 従順 さで あれば、 自分の 
美しい 妻と 交わる こと も アツ ラーへの 従順 さです。 また 酷寒に おいて 冷水で ウド ウーす る 
こと もアツ ラーへの 従順 さで あれば、、 人き りのと きに 自らの 欲望が アツ ラーの 定めを 破 
ろうとす るのを 抑制す るの も、 また アツ ラーへの 従順 さなので す。 飢え や 害悪に 耐える の 
もまた アツ ラーへの 従順 さの 表れです が、 問題は 2 つの 相対す る 状態に おける アツ ラーへ 
の 従順 さを 分離 させて しまう ことなの です。 それゆえ 順境に あっても 逆境に あっても、 ま 
た 厭う ことに おいても 好む ところに おいても アツ ラーへの 従順 さを 貫き通す 者 こそは、 恐 
れる こと もなければ 悲しむ こと もない 真の アツ ラーの しもべな のです。 このような 者は ア 
ツ ラーの ご 加護の もとに あるので あり、 いかなる 敵 も 彼を 降伏させる ことは 出来ません。 
ただ 時に シャイ ターン （悪魔） が 彼を 騙す ことは あるでしょう。 しもべは 彼の 不注意 さや 
私欲、 怒りな どに よる 試練に 遭う でしょう。 そして シャイ ターン （悪魔） が しもべの 胸の 
内に 忍び込む のは、 実に この 3 つの 扉から なのです 。アツ ラーは 全ての しもべに 対し、 彼 
自身の 魂と 欲望、 また シャイ ターン （悪魔） でもって 試練に かけられ ますが、 それは しも 
ベが 果たして それらの ものに 屈服す るか、 あるいは 彼の 主に 従う かを ご覧に なられた いか 
ら なのです。 

偉大 かつ 荘厳な アツ ラーは 人間に ご 命令を 課され、 魂に もまた ご 命令を 課されました。 
アツ ラーは 人間から 信仰心と よき 行いを 完遂す る 努力を お望みになります が、 魂は 財産と 
欲望の 満足を 望みます。 また アツ ラーは 私たちが 来世の ための 行いに 精進す る ことを お 望 
みになります が、 魂は 現世の ための 行いに 懸命になる ことを 望みます。 そして 信仰心 こそ 
は 救いの 道で あり、 それ 以外では 真実を 見据える ことの 出来ない ともし 火な のです。 これ 
が 試練の 場な のです。 

1 — 至高の アッ ラーは 仰ら れ ました： (3 D 人々 は“ 私たちは 信仰し ました” とさえ 言えば、 
試練に も かけられずに 放っておかれ ると でも 思った のか？ 実に われら （アツ ラーの こと） 


3 イス ラームに おける、 いわゆる 小浄 。汚れを 除去す る 意図を 持って、 体の 定められた 各部 位を 水で 洗浄 
する 行為。 
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は 彼ら 以前の 者たち を 試練に かけた の だ。 そして アツ ラーは （“ 私たちは 信仰した” という 
言葉に おいて） 正直な 者たち と 嘘つきと を ご存知に なられた の だ。 03 ( ク ルアー ン 29: 2 

- 3 ) 

2 — 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： SD そして 私は 自らを 正当化し ません。 魂と いう も 
のは、 私の 主が ご 慈悲を かけられ たものを 除いては、 悪へ と 傾きが ちで あるから です。 実 
に 私の 主は よく 赦 され、 慈悲 あまね きお 方です。 03 ( ク ルアー ン 12 : 53) 

3— 至高の アツ ラーは 仰ら れ ました： flD そしても し 彼らが あなた （が 呼びかける ところ 
の もの） に 応じない のなら、 彼らは 彼らの 欲望に 従ってい るに 過ぎない、 という ことを 知 
るの だ。 そして アツ ラーからの お導き もな しに 自らの 欲望に 従う 者 ほど、 迷い 去って いる 
者が あろう か？ 実に アツ ラーは 罪悪を 行う 民を お導きには なられな いの だ。 03 ( ク ルアー 

ン 28 : 50) 
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